
１.　はじめに
　砥石は旧石器時代から現在に至るまで様々な製品
の製作に欠かせない道具である。これまでに砥石は
様々な時代の遺跡における考古学研究のなかで発掘
され整理・記載がなされてきた。しかし、それらの
研究では土器や石器、鉄器などの道具類には焦点が
当てられるものの、磨製石器や鉄器などの道具の製
作に利用されたであろう砥石そのものに注目した研
究は少数であった。そのような中、川田（2004）で
は砥石に焦点をあて、砥石の分類や砥石の歴史、日
本産砥石地名 715 カ所を記載するなど総説的な研
究がおこなわれた。また、山本（2000）では愛媛県
の伊予砥石に着目して地質や成因をはじめ、歴史的
な背景などがまとめられている。同様に佐藤（2005）
では群馬県の砥沢に産する砥石について地質的背景
から岩石記載、その歴史についてまとめている。最
近では茂木（2025）による西日本産の砥石を網羅し
た書籍なども発刊されている。
　沖縄県における砥石研究は上原（2010）によって
総説がなされている。上原（2010）によれば、琉球
諸島における出土砥石は、縄文時代からグスク時代
まで連綿とみられ、とりわけグスク時代に種類、量
ともに顕著になる。このように琉球列島においても
縄文からグスク時代にかけての発掘調査などから、

歴史的資料として砥石が記載されている。一方で近
代では前時代と比較して“砥石の産地”などの情報
は残りやすいと考えられるが、実際には産地情報は
限られてくる。
　沖縄では琉球王国時代に琉球産の砥石（第一様磨
刀石ならびに第六様磨刀石）が交易品として輸出さ
れるなど（沖縄県教育委員会、1981）、当時の交易
品として輸出されるだけの性能的価値を持っていた
ことが伺える。明治期には世冨慶砥石が地産地消さ
れるだけではなく、商業的に生産・出荷され地理的
に離れた那覇などの場所で使用されるなど、当時の
世冨慶地域の産業についての歴史的価値をもつ。
　本土における砥石研究は歴史的側面から地質学
的・工業的な視点まで幅広く進んでいるが、沖縄県
内における砥石研究は緒についたばかりである。そ
こで本研究では沖縄島に産する２種、および渡名喜
島における１種の砥石について、産地の記録を残す
とともに、それらの岩石学的な特徴ならびにその背
景について明らかにしていくことを目的とする。加
えて、名護の伊差川では世冨慶と同一と考えられる
貫入岩体が砥石化しており、地元の方からの聞き取
りでも地域内での利用が確認されたことから、全岩
化学組成や年代の部分で世冨慶砥石と比較し取り扱
うこととする。
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２.　近世近代における沖縄産砥石の流通
　琉球産の砥石が初めて登場するのは、明国への交
易品としての第一様磨刀石や第六様磨刀石（沖縄県
教育委員会、1994）である。そして具体的な産地名
が登場するのは『貝摺奉行所文書』における、“名
護砥石”（沖縄県教育委員会、1981）や第三回勧業
博覧会における本部間切からの砥石の出品となる。
各地域名とともに地質的背景から推察し、本紀要で
はそれぞれ、「名護砥石≒世冨慶砥石」、「琉合砥≒
本部産砥石」として論じていく。
　沖縄（琉球）の砥石が全国的に認知されるのは、
上述したように明治に入り日本各地で生産される製
品を一同に介して行われた内国勧業博覧会である。
第三回内国勧業博覧会では琉球国からは砥石が５点
出品され、内、名護間切世冨慶村から２点、本部間
切伊野波村から２点、渡名喜島桃原村から１点の砥
石の出品が確認できる（藤原、1974）。
　世冨慶砥石の歴史は名護市史編纂委員会（1988）
によれば、近世（17世紀頃）小字ターギナー（高喜
納原）に砥石の岩脈が発見されたことに始まり、世
冨慶砥石の産地として知られ、首里王府に貢納され
たとある。しかし、明治期にターギナーでは石英斑
岩の採石がおこなわれ、砥石の採石地は山手側のナ
ガドー（長堂原［現在の小字区分によると大筋原］）
と な る（名 護 市 史 編 さ ん 室、2003）。世 冨 慶 字 誌

（2004）によれば、世冨慶砥石は昭和十六年頃に事
業化され昭和十八年頃には一度終了するが、戦後再
び採掘され昭和二十八年頃までは続いたとのことで
ある。
　本部産砥石の記載は第三回内国勧業博覧会におい
て、「琉球國本部間切伊野波村  渡久地甚次郎  前同
村  崎原門次郎」とある（藤原、1974）。その利用に
ついては戦前の那覇若狭町の漆器生産地で「本部」
産砥石が使用されたことが記載されている。本部産
砥石は漆器の製作工程における下地作りの最後に使
用されており、下地表面を「平坦且つ平滑」に研ぐ
必要があることから、かなり粒度の細かい砥石が必
要とされる。そのため“本部産砥石”が『貝摺奉行
所文書』に記載されている“琉合砥”と、使用目的
が同じと考えられることから、両者は同一の砥石と
想定される。本部産の砥石の産業化については、伊
野波村の渡久地・崎原の両氏がどこで採掘、製品化

したのかについは不明である。しかし、本部町山里
集落の具志堅古昌 氏に聞き取りを行ったところ、
具志堅 氏の祖父にあたる古通 氏が、イノウエ某氏
から砥石の事業を受け継ぎ、一定期間、砥石の生産・
出荷をおこなっていたようである。ただ、それを証
明する公的な記録や製品などは残っていない。本地
域は山里集落であり第三回内国勧業博覧会に出品
された伊野波村とは地名が異なっているが、本部
町の山里集落は1946年に行施上の一村落として伊
野波から分離した（本部町史編集委員会、1994）こ
とから、第三回内国勧業博覧会においては出展さ
れた砥石が現在の山里地域からのものである可能
性が高い。
　渡名喜砥石は、渡名喜村教育委員会の元教育長 
上原雅志 氏によると、砥石の原石の採集は明治に
はすでに行われており戦後まで採集されていたよう
である。ある時期には久米島などへ販売した人もお
り、また個人的には昭和40年頃まで採取した方も
いたようである。現在では使用されることはなくな
ったが、庭先等に原石や、原石を加工し使用してき
た砥石を大切に保管している家庭もある。先述のと
おり第三回内国勧業博覧会に世冨慶砥石と本部産の
砥石とともに出展されていることから、名護や本部
の砥石と同様に流通していたことが考えられる。な
お渡名喜島で大切に保管されてきた砥石の原石と加
工された砥石の１つは2022年に沖縄県立博物館・
美術館へ寄贈いただき収蔵した。

３.　砥石の産地記載
　本報告において取り上げる砥石の産地は沖縄本島
の北部地域と渡名喜島に位置している（図１）。
 
３３..１１　　世世冨冨慶慶砥砥石石
　世冨慶地域周辺の地質を図 1-a に示す。世冨慶地
域は主に名護層の千枚岩と砂岩から構成される。名
護層の堆積時期を示す化石の産出はないが、再結晶
白雲母の K-Ar 年代が測定され、変成年代として後
期白亜紀～始新世の年代値が得られている。そして
堆積年代については後期白亜紀が想定されている（小
島、1999）。名護層の分布する恩納村～名護の西海
岸には広く火成岩の貫入が観られ、南から順に輝石
安山岩、角閃石安山岩、石英斑岩（花崗閃緑岩）と
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いった多様な火山岩が分布する。
世冨慶砥石の原岩である火山岩は世冨慶地域の限ら
れた範囲に細長く分布している。岩脈の露頭は標高

100m付近に観られ河床を横断して北西-南東方向
に延びている（図２）。

図１. 本研究における調査地域概観図および調査地周辺地質図
地質図の作成は20万分の１日本シームレス地質図V2をもとに作成

図２. 世冨慶砥石の岩脈露頭

ａ：露頭上部（岩脈最上部）
ｂ：露頭上部でみられる火成岩の内部

構造
ｃ：河床に露出する露頭
ｄ：河床中に産する岩脈の一例（流水

などの二次的な風化による溶脱が
進行している部分）
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３３..２２　　本本部部産産砥砥石石
　砥石を出荷していたことが確認できた地域は、現
在の行政区で本部町山里に位置する（図 1- b）。本
地域を含めた周辺には与那嶺層が観られる。与那嶺
層は泥質千枚岩を基質とする混在岩で露頭周辺では
層状石灰岩や結晶質石灰岩が確認できる。結晶質石
灰岩から中期ペルム紀の紡錘虫及びサンゴ（半澤、
1932；藤田、1980）、層状石灰岩から後期三畳紀の
アンモナイト、ハロビア、コノドントなど（Ishibashi, 
1969；Kobayashi and Ishibashi, 1970；Koike 
and Ishibashi, 1974）が産出している。一方、小
島ほか（1999）により、泥質千枚岩の再結晶白雲母
K-Ar 年代として 75.2～70.2Ma が報告された。以
上により、与那嶺層は前期白亜紀に形成された後、
後期白亜紀に広域変成作用を被ったと考えられる。
砥石の生産をしていた場所は現在、町道になって
おり当時の採掘跡をみることはできないが（図３．
a）当時、砥石の整形の際に出た小割片は現在でも
道路脇に残されており確認することができる（図
３．b）。採掘場周辺には層状石灰岩が観られ、一部
には数 cm ～数 m 程度の泥質部が挟在している（図
３．c,d）。採掘場所はこれら一帯に分布する石灰
岩を岩体として含む混在岩の基質部と考えられる。
これらの泥岩は広域変成作用により、適度な硬さ
を持つ。

３３..３３　　渡渡名名喜喜砥砥石石
　渡名喜島は那覇市の西北西約50km に位置し、
南北約４km、東西約2.5km の島で、平地が少なく
急峻な地形である。地質は主に堆積岩類と火成岩類
から構成され、島の南側には泥岩（片岩・千枚岩・
頁岩）や砂岩、礫岩、チャート、緑色岩が広く分布
する（図 1-c）。砥石の採石地はグルクの崎近くの海
岸にある（渡名喜村教育委員会元教育長上原雅志氏
私信）。砥石の原岩は礫岩に貫入した火成岩の岩脈
からなる。岩脈は海水面よりも高い位置にあり、表
面は酸化鉄によるリーゼガング状の年輪構造が観ら
れる（図４）。また内部には二酸化マンガンの染み
込みによる“しのぶ石”が生成している。

４．岩石記載
４４．．１１　　世世冨冨慶慶砥砥石石
　構成鉱物は全体的に微細な石英や粘土鉱物である

（図５．a-1, a-2）。鉱物の残晶は全て粘土鉱物に変
質し、クロスニコルでは不透明となっている。残晶
の形状や付近に産する岩石から推察すると元の鉱物
は角閃石や黒雲母の可能性が高い。SEM-EDX によ
る観察では石英は粒径 30 - 10μm 程度の大きさで
角形状をしている。そして石英の粒間を埋めるよう
にして層状の粘土鉱物が充填している様子が確認で
きる。（図５．b）また、残晶の内部も粘土鉱物が充
填している様子が確認できる（図５．c）。

図３. 本部産砥石の採掘場周辺

ａ：旧採掘場（現在は町道が敷設され当時の立坑は
埋没している）。ｂ：採掘場跡周辺に現在も残る小
割片。ｃ：付近に見られる層状石灰岩中に挟在する
珪質泥岩（採掘場跡から南南東方向に約200mス
ケールは１m）。 ｄ：ｃの拡大写真。

図４. 渡名喜砥石の露頭写真

岩脈は礫岩層に貫入している。スケールのハンマー
は全長28cm
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４４．．２２　　本本部部産産砥砥石石
　本岩石は全体に淡黄色を示し、全体が均質で片理
が発達している。主要な鉱物は微細な石英と粘土鉱
物から構成され、一部に微細な石英脈や不透明鉱物
が観られる（図６．a-1, a-2）。SEM-EDX での観察
では石英の粒形は２～５μm 程度の石英粒子と層
状の粘土鉱物が確認できる（図６． b, c）。

４４．．３３　　渡渡名名喜喜砥砥石石
　渡名喜島南部の砥石原石採掘地（図４）から採取
されたとされる試料について記載する。構成鉱物は
主に石英と絹雲母からなり、斑晶鉱物として長石類
が確認できる。長石類は剥落している部分が多いも
のの、僅かに確認できる部分から、結晶内部はピナ
イト化が進行している様子が伺える（図７）。

５．全岩化学組成分析およびジルコンU-Pb年代測定
５５．．１１　　全全岩岩化化学学組組成成分分析析
　今回の分析試料は以前に許可を得て採取された世
冨慶砥石と伊差川砥石の計２試料について、国立
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（2024）による。全岩化学組成分析値を表１に示
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では SiO2 :75.48%、Al2O3 :16.07 % で両元素の合
計値は91.55%となる。

図５. 世冨慶砥石の岩石薄片写真ならびに
SEM-EDX画像

ａ-１：オープンニコル、ａ-２：クロスニコル、
ｂ, ｃ：SEM-EDX画像
Qtz：石英、clay m.：粘土鉱物

図６. 本部産砥石の岩石薄片ならびに
SEM-EDX画像

ａ-１：オープンニコル、ａ-２：クロスニコル
ｂ, ｃ：SEM-EDX画像
Qtz：石英、clay m.：粘土鉱物、Src：絹雲母

図７. 渡名喜砥石の岩石薄片写真

ａ-１：オープンニコル、ａ-２：クロスニコル
Qtz：石英、Src：絹雲母、Fld：長石類
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３３..２２　　本本部部産産砥砥石石
　砥石を出荷していたことが確認できた地域は、現
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島ほか（1999）により、泥質千枚岩の再結晶白雲母
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込みによる“しのぶ石”が生成している。
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る観察では石英は粒径 30 - 10μm 程度の大きさで
角形状をしている。そして石英の粒間を埋めるよう
にして層状の粘土鉱物が充填している様子が確認で
きる。（図５．b）また、残晶の内部も粘土鉱物が充
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５５．．２２　　ジジルルココンンUU--PPbb年年代代測測定定
　分析は鉱物分離から年代測定まですべて国立科
学博物館で実施した。年代測定に用いたジルコン
粒子は、高電圧パルス選択性粉砕装置（SELFRAG 
Lab）による試料粉砕、椀掛けによる軽鉱物除去、
ネオジム磁石（NEOMAG 8000）による磁性鉱物除
去、ジヨードメタン（3.3 g/cm³）による重液分離
の順に処理した試料から、ハンドピッキングにより
抽出した。未知試料と標準試料のジルコン粒子をエ
ポキシ樹脂で封入した後に、ダイヤモンドペースト
で研磨して結晶の内部を露出させた。その後、走査
型電子顕微鏡（JEOL  JSM-6610）を使用してジル
コン粒子の後方散乱電子像とカソードルミネッセン
ス像を撮影し、自形結晶でオシラトリー累帯構造を
示し包有物や割れ目のないリム部分を分析スポット
として選定した（図８）。

　年代測定にはレーザー・アブレーション・シス
テム（NWR213, Electro Scientific Industries； 
Nd-YAG 発振源；波長213 nm）と四重極型 ICP-
MS（Agilent 7700x, Agilent Technology）と を
buffered type スタビライザーを介して接続した
ものを用いた。レーザー径は約25μm とし、分析
の基本的な条件は Tsutsumi et al. （2012） に従っ
た。U および Th 濃度はガラス標準試料 SRM610の
測定データを用いて29Siを内標準として算出した。
206Pb/238U 比 の 補 正 に 関 し て は TEMORA2 （417 
Ma；Black et al., 2004）を標準試料とし、二次標
準 試 料 に は OD-3 （33 Ma；Iwano et al., 2013）
を用いた。初生鉛の補正は、208Pb 補正 （例えば、 
Williams, 1998）、年代値計算には207Pb 補正をおこ
なった （Stacey and Kramers, 1975）。コンコーデ
ィア図作成には IsoplotR （Vermeesch, 2018） を使
用した。加重平均年代は95 % 信頼区間で算出した

（図９）。

　試料と同時に分析した二次標準試料 OD-3か
ら は、加 重 平 均 238 U– 206 Pb 年 代31.50 ± 0.51 Ma  
（n=7、 MSWD=0.29）が得られた（表２）。
 

表１　各砥石の全岩化学組成分析値

図８. ジルコン粒子のカソードルミネッセンス像

図中の丸はLA－ICP－MSによるU－Pbの測定点
を示す。

図９. U－Pb年代測定値のTera－Wasserberg
コンコーディア図ならびに加重平均プロット

試料名 世冨慶 伊差川 渡名喜
主要元素／wt％
SiO2 80.54 78.95 75.48
TiO2 0.45 0.47 0.18
Al2O3 17.85 17.44 16.07
Fe2O3* 0.74 2.71 1.98
MnO 0.01 0.01
MgO 0.10 0.12 0.39
CaO 0.09 0.08 0.24
Na2O 0.07 0.07 3.18
K2O 0.01 0.04 2.36
P2O5 0.13 0.11 0.10
Total 100.0 100.0 100.0
L.O.I. 6.91 6.74 3.17

Fe2O3*（Fe は全鉄 ）
L.O.I.（強熱減量）

渡名喜の分析値は、谷ほか（2024）による
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　表３に世冨慶砥石と伊差川砥石から得られたジル
コンの U-Pb 年代測定値を示す。世冨慶砥石と伊差
川砥石が誤差の範囲内でほぼ同じ年代を示す。一方
で渡名喜砥石ではそれより古い年代値を示す。
 

表２　世冨慶砥石（1_20251005）ならびに伊差川砥石（2_20251005）のジルコンU-Pb年代測定結果

表３　ジルコンのU-Pb年代測定値
試料名 年代値

世冨慶砥石 10.33±0.19 Ma
伊差川砥石 10.31±0.18 Ma
渡名喜砥石 18.26±0.24 Ma

＊の年代値は谷ほか（2024）による

Labels 206Pbc（1） U Th Th/U 238U/206Pb* （1） 207Pb*/206Pb* （1） 238U/206Pb* age （1） 238U/206Pb* age （2）

（%） （ppm） （ppm） （Ma） （Ma）

1_20251005-0 0.00 325 290 0.92 600.78 ± 18.58 0.0338 ± 0.0075 10.7 ± 0.3 10.7 ± 0.3 
1_20251005-0 1.14 524 128 0.25 617.48 ± 15.33 0.0390 ± 0.0080 10.4 ± 0.3 10.5 ± 0.3 
1_20251005-0 0.00 398 109 0.28 646.59 ± 20.04 0.0369 ± 0.0067 10.0 ± 0.3 10.0 ± 0.3 
1_20251005-1 0.09 657 165 0.26 635.71 ± 16.74 0.0607 ± 0.0083 10.1 ± 0.3 9.9 ± 0.3 
1_20251005-1 0.00 387 159 0.42 643.72 ± 21.43 0.0423 ± 0.0075 10.0 ± 0.3 10.0 ± 0.3 
1_20251005-1 0.00 579 150 0.27 619.28 ± 18.08 0.0397 ± 0.0063 10.4 ± 0.3 10.4 ± 0.3 
1_20251005-2 0.18 553 168 0.31 636.71 ± 18.85 0.0567 ± 0.0088 10.1 ± 0.3 10.0 ± 0.3 
1_20251005-2 0.00 594 253 0.44 602.02 ± 14.50 0.0477 ± 0.0046 10.7 ± 0.3 10.7 ± 0.3 
1_20251005-2 0.45 851 261 0.31 628.45 ± 15.24 0.0450 ± 0.0067 10.2 ± 0.2 10.3 ± 0.2 
1_20251005-2 0.00 272 154 0.58 609.42 ± 20.79 0.0427 ± 0.0085 10.6 ± 0.4 10.6 ± 0.4 

2_20251005-0 0.00 334 129 0.40 634.69 ± 25.48 0.0416 ± 0.0130 10.1 ± 0.4 10.1 ± 0.4 
2_20251005-0 0.00 313 183 0.60 647.62 ± 32.10 0.0629 ± 0.0171 9.9 ± 0.5 9.7 ± 0.5 
2_20251005-0 0.00 1329 623 0.48 630.92 ± 15.08 0.0468 ± 0.0047 10.2 ± 0.2 10.2 ± 0.3 
2_20251005-0 0.00 660 411 0.64 614.96 ± 21.13 0.0371 ± 0.0062 10.5 ± 0.4 10.5 ± 0.4 
2_20251005-1 0.00 343 133 0.40 654.21 ± 29.94 0.0530 ± 0.0129 9.8 ± 0.5 9.8 ± 0.5 
2_20251005-1 2.22 1315 638 0.50 651.38 ± 16.55 0.0328 ± 0.0084 9.9 ± 0.3 10.1 ± 0.2 
2_20251005-1 0.00 729 244 0.34 596.56 ± 25.12 0.0566 ± 0.0093 10.8 ± 0.5 10.7 ± 0.5 
2_20251005-1 0.00 331 241 0.75 567.37 ± 26.36 0.0412 ± 0.0110 11.4 ± 0.5 11.4 ± 0.5 
2_20251005-1 0.53 426 119 0.29 583.98 ± 23.21 0.0468 ± 0.0138 11.0 ± 0.4 11.0 ± 0.4 
2_20251005-1 0.13 433 180 0.43 594.30 ± 21.69 0.0298 ± 0.0137 10.8 ± 0.4 10.9 ± 0.4 
2_20251005-2 0.00 515 186 0.37 635.94 ± 21.00 0.0373 ± 0.0079 10.1 ± 0.3 10.1 ± 0.3 
2_20251005-2 0.00 478 230 0.49 638.20 ± 23.09 0.0471 ± 0.0095 10.1 ± 0.4 10.1 ± 0.4 
2_20251005-2 0.00 458 192 0.43 626.93 ± 19.36 0.0334 ± 0.0086 10.3 ± 0.3 10.3 ± 0.3 
2_20251005-2 3.71 218 75 0.35 595.40 ± 41.12 0.0217 ± 0.0310 10.8 ± 0.7 11.2 ± 0.7 
2_20251005-2 0.90 628 229 0.37 621.50 ± 21.70 0.0315 ± 0.0112 10.4 ± 0.4 10.5 ± 0.3 

OD3-01 0.30 203 190 0.96 208.32 ± 5.01 0.0466 ± 0.0102 30.9 ± 0.7 30.9 ± 0.7 
OD3-02 1.81 242 235 1.00 206.43 ± 5.29 0.0344 ± 0.0109 31.2 ± 0.8 31.6 ± 0.7 
OD3-03 0.00 183 181 1.01 201.99 ± 5.13 0.0483 ± 0.0044 31.8 ± 0.8 31.8 ± 0.8 
OD3-04 0.24 211 214 1.04 200.42 ± 4.64 0.0479 ± 0.0101 32.1 ± 0.7 32.0 ± 0.7 
OD3-05 3.35 192 142 0.76 186.81 ± 7.41 0.0237 ± 0.0183 34.4 ± 1.4 35.4 ± 1.3 
OD3-06 0.00 561 685 1.25 203.78 ± 4.66 0.0435 ± 0.0101 31.6 ± 0.7 31.6 ± 0.6 
OD3-07 0.00 427 436 1.05 205.29 ± 4.62 0.0489 ± 0.0040 31.3 ± 0.7 31.2 ± 0.7 
OD3-08 2.31 596 618 1.06 205.08 ± 4.26 0.0433 ± 0.0084 31.4 ± 0.6 31.5 ± 0.6 

Errors are 1-sigma; Pbc and Pb* indicate the common and radiogenic portions, respectively. 
（1） Common Pb corrected by assuming 206Pb/238U-208Pb/232Th age-concordance
（2） Common Pb corrected by assuming 206Pb/238U-207Pb/235U age-concordance

−7−

５５．．２２　　ジジルルココンンUU--PPbb年年代代測測定定
　分析は鉱物分離から年代測定まですべて国立科
学博物館で実施した。年代測定に用いたジルコン
粒子は、高電圧パルス選択性粉砕装置（SELFRAG 
Lab）による試料粉砕、椀掛けによる軽鉱物除去、
ネオジム磁石（NEOMAG 8000）による磁性鉱物除
去、ジヨードメタン（3.3 g/cm³）による重液分離
の順に処理した試料から、ハンドピッキングにより
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ス像を撮影し、自形結晶でオシラトリー累帯構造を
示し包有物や割れ目のないリム部分を分析スポット
として選定した（図８）。

　年代測定にはレーザー・アブレーション・シス
テム（NWR213, Electro Scientific Industries； 
Nd-YAG 発振源；波長213 nm）と四重極型 ICP-
MS（Agilent 7700x, Agilent Technology）と を
buffered type スタビライザーを介して接続した
ものを用いた。レーザー径は約25μm とし、分析
の基本的な条件は Tsutsumi et al. （2012） に従っ
た。U および Th 濃度はガラス標準試料 SRM610の
測定データを用いて29Siを内標準として算出した。
206Pb/238U 比 の 補 正 に 関 し て は TEMORA2 （417 
Ma；Black et al., 2004）を標準試料とし、二次標
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を用いた。初生鉛の補正は、208Pb 補正 （例えば、 
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（図９）。

　試料と同時に分析した二次標準試料 OD-3か
ら は、加 重 平 均 238 U– 206 Pb 年 代31.50 ± 0.51 Ma  
（n=7、 MSWD=0.29）が得られた（表２）。
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図８. ジルコン粒子のカソードルミネッセンス像
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を示す。
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試料名 世冨慶 伊差川 渡名喜
主要元素／wt％
SiO2 80.54 78.95 75.48
TiO2 0.45 0.47 0.18
Al2O3 17.85 17.44 16.07
Fe2O3* 0.74 2.71 1.98
MnO 0.01 0.01
MgO 0.10 0.12 0.39
CaO 0.09 0.08 0.24
Na2O 0.07 0.07 3.18
K2O 0.01 0.04 2.36
P2O5 0.13 0.11 0.10
Total 100.0 100.0 100.0
L.O.I. 6.91 6.74 3.17

Fe2O3*（Fe は全鉄 ）
L.O.I.（強熱減量）

渡名喜の分析値は、谷ほか（2024）による
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６．考察
６６．．１１砥砥石石のの原原岩岩推推定定
６６．．１１．．１１　　世世冨冨慶慶砥砥石石
　世冨慶砥石の原岩は、偏光顕微鏡観察などから恩
納村名嘉真地域に広く分布する石英斑岩（花崗閃緑
岩）と、恩納村谷茶から名護、本部半島に点在する
角閃石安山岩などの火成岩が原岩として考えられ
る。砥石を生産していた付近では石英斑岩が石材と
して採掘されていたものの、砥石の露頭付近では石
英斑岩のほかに鉱物組成から角閃石安山岩と石英斑
岩の中間的な特徴を示す岩石も確認され、現時点で
は岩石種の特定には至っていない。
　次に、火成岩から砥石への変化について考えてい
く。世冨慶砥石の岩石薄片では構成鉱物が石英と粘
土鉱物のみ確認できる。一般に岩石の風化過程にお
いては斑晶が変質し粘土鉱物へと変化している際に
は石基も同様に粘土鉱物化し、手で潰せるほど脆弱
となるが、世冨慶砥石では十分に硬度が保たれてい
る。世冨慶砥石の原岩と推定される石英斑岩、角閃
石安山岩について世冨慶砥石と同程度の硬度の岩石
と、風化して土壌化した両岩石について薄片を作製
し比較を行った。その結果、石英斑岩は最終的に風
化残留物として石英や黒雲母の結晶が残り、角閃石
安山岩の場合も長石や角閃石の斑晶を確認すること
ができる（図10）。

　以上の観察結果から世冨慶砥石の生成は単純な風
化作用だけでは説明ができない。そこで想定される
のが貫入後に起こった熱水による変質作用である。
宮城ほか（2010）では岩石の原岩から土壌に変化す
るまでの風化過程で元素がどのように増減するのか
について研究がおこなわれ、石英斑岩や緑色岩（玄
武岩）の両火成岩についてSiO2は風化とともに減
少し逆にAl2O3やFe2O3は増加する傾向が示されて
いる。一方で世冨慶砥石の組成はSiO2:80.54%と
Al2O3:17.85%で合計98.39%となり、火成岩の通
常の風化とは異なる増減を示す。また、世冨慶砥石
では鉱物中の苦鉄質元素が抜け、ほとんどがSiO2

とAl2O3で構成されながらも、ある程度の硬度を保
っていることからも熱水による変質が支持される。
　基本的に熱水による変質では、角閃石などはプロ
ピライト化により緑泥石に変質する過程がみられる
（例えば、東、2004）。しかし世冨慶砥石にはそのよ
うな鉱物は見つからない。そこで考えられるのは熱
水変質による溶脱を受けた岩体が流水などによる二
次的な変質作用を受けた可能性である。世冨慶砥石
は露頭上部においては酸化鉄が砥石内部に斑状とし
て全面に分布している（図２．a）。この酸化鉄は、
熱水変質により生成した緑泥石などが更なる風化作
用により変質して生成したものと考えられる。河床
部にみられる露頭の特に常に流水に浸かる場所では、

図10. 石英斑岩ならびに角閃石安山岩の風化状態による鉱物の変化

１：角閃石安山岩 -ａ：砥石と同程度の硬度まで風化した試料、 -ｂ：１-ａの岩石薄
片（クロスニコル）、-ｃ：土壌化試料（クロスニコル）、 ２：石英斑岩 -ａ：砥石と同
程度の硬度まで風化した試料、 -ｂ：-ａの岩石薄片（クロスニコル）、 -ｃ：土壌化試
料（クロスニコル）、Qtz：石英、Pl：斜長石、amp：角閃石、Bt：黒雲母
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内部が白色で岩石表面に鉄の酸化物が殻のように濃
集されるものや（図2．b）、基質部分に酸化鉄によ
るリーゼガング状の年輪模様を示す砥石が多い。露
頭が常に地上部にある伊差川砥石の場合 Fe2O3 が
2.71% 程度となっていることからも流水などによ
る酸化鉄の溶脱が世冨慶砥石の成因において重要な
要素の一つだと考えられる。以上をまとめると、世
冨慶砥石は ① 原岩となった火成岩の貫入、② 熱水
による原岩中からの苦鉄質成分の溶脱による鉱物の
変質、③ 緑泥石などの風化後、生成した酸化鉄の
流水による溶脱、といった過程を経て形成されたこ
とが強く示唆される。

６６．．１１．．２２　　本本部部産産砥砥石石
　本部の山里から採取された珪質泥岩は細粒の石英
と絹雲母やその他の粘土鉱物から構成される。本地
域は弱い広域変成作用を受けてはいるものの、構成
鉱物の変成や組織の変形がほぼみられないことか
ら、初生的な珪質泥岩と考えられる。SEM-EDX に
よる観察では大部分の石英粒子の粒形が５～２μm
程度と JIS 産業規格における砥粒の番手としては＃
2500～＃ 6000番程度の粒子から構成されているこ
とになる。岩石学的な検討から、本地域の珪質泥岩
は砥石としての性能をもち、歴史資料の検討を踏ま
えると『歴代宝案』ならびに『貝摺奉行所文書』、
第三回内国勧業博覧会に出品された“琉合砥”なら
びに“本部産砥石”は本地域の石灰岩岩体を包有す
る珪質泥岩を指している可能性が極めて高いと考え
られる。

６６．．１１．．３３　　渡渡名名喜喜砥砥石石
　渡名喜砥石は薄片観察から斑晶が確認できる。こ
れらは原岩が熱水など高温流体による強い溶脱作用
を受けていた可能性が低いことを示唆している。そ
のため渡名喜砥石は珪長質火成岩が単純に海水や雨
水による化学的風化作用により砥石化したものと考
えられる。

６６．．２２　　沖沖縄縄産産砥砥石石のの性性質質とと日日本本各各地地のの砥砥石石ととのの比比較較
　はじめに、各産地の砥石は文献により岩石名が異
なっている場合がある。例えば伊予砥は川田（2004）
では、流紋岩質凝灰岩となっているが、地質調査所

編纂（1953）では雲母安山岩となる。砥石の産地や
種類によっては、砥石の性質が似ている場合には地
域名を冠して一括り呼ばれ、異なる原岩由来であっ
ても区別されないことも考えられる。そこで本研究
で扱う岩石名については岩石薄片の観察を基本とし
て、各論文などの記載に基づく。
　伊予砥石（図11. １-a, b）の構成鉱物は石英と粘
土鉱物で酸化鉄のリーゼガング状の年輪模様がみら
れる。
　上野砥石は原岩の角閃石安山岩が熱水変質を受け
て生成したと考えられる。スラブ写真（図11.２-a）
からは斜長石や角閃石の結晶が確認されるが、薄片
写真（図11. ２-b）では斜長石はセリサイト化し、
角閃石は緑泥石に変質していることが確認できる。
但馬砥石（諸寄）の原岩は角閃石安山岩で熱水変質
を受けていると考えられる。スラブ写真（図11. ３
-a）では斜長石並びに角閃石が確認できる。薄片写
真（図11. ３-b）から斜長石はセリサイト化し、角
閃石は緑泥石に変質している。原岩が同種の角閃石
安山岩とする上野砥石と比較すると基質はより微細
で石英粒は小さい。
　青砥はスラブ写真や薄片（図11. ４-a, b）や五十
嵐（2006）から菫青石ホルンフェルスが原岩と考え
られる。岩石の基質は数μ m 程度の石英と粘土鉱
物からなり、菫青石はセリサイト化している。
　神前（図11. ５-a, b）は珪質泥岩で今回確認した
５種類の砥石のなかでは最も粒度が小さい。鉱物は
微細な石英や絹雲母、その他の粘土鉱物から構成さ
れる。この鉱物組成は本部砥石にみられるものと類
似性がある。
　沖縄県産の各砥石を日本各地の砥石と比較する
と、世冨慶砥石は石英の粒形や構成鉱物、そして砥
石表面のリーゼガング状の年輪模様など、伊予砥石
にかなり酷似していることがわかる。本部産砥石は
神前砥石に似るものの、石英粒の粒径は不均一で神
前砥石と比較して僅かに大きいものもみられる。
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る。砥石を生産していた付近では石英斑岩が石材と
して採掘されていたものの、砥石の露頭付近では石
英斑岩のほかに鉱物組成から角閃石安山岩と石英斑
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土鉱物のみ確認できる。一般に岩石の風化過程にお
いては斑晶が変質し粘土鉱物へと変化している際に
は石基も同様に粘土鉱物化し、手で潰せるほど脆弱
となるが、世冨慶砥石では十分に硬度が保たれてい
る。世冨慶砥石の原岩と推定される石英斑岩、角閃
石安山岩について世冨慶砥石と同程度の硬度の岩石
と、風化して土壌化した両岩石について薄片を作製
し比較を行った。その結果、石英斑岩は最終的に風
化残留物として石英や黒雲母の結晶が残り、角閃石
安山岩の場合も長石や角閃石の斑晶を確認すること
ができる（図10）。

　以上の観察結果から世冨慶砥石の生成は単純な風
化作用だけでは説明ができない。そこで想定される
のが貫入後に起こった熱水による変質作用である。
宮城ほか（2010）では岩石の原岩から土壌に変化す
るまでの風化過程で元素がどのように増減するのか
について研究がおこなわれ、石英斑岩や緑色岩（玄
武岩）の両火成岩についてSiO2は風化とともに減
少し逆にAl2O3やFe2O3は増加する傾向が示されて
いる。一方で世冨慶砥石の組成はSiO2:80.54%と
Al2O3:17.85%で合計98.39%となり、火成岩の通
常の風化とは異なる増減を示す。また、世冨慶砥石
では鉱物中の苦鉄質元素が抜け、ほとんどがSiO2

とAl2O3で構成されながらも、ある程度の硬度を保
っていることからも熱水による変質が支持される。
　基本的に熱水による変質では、角閃石などはプロ
ピライト化により緑泥石に変質する過程がみられる
（例えば、東、2004）。しかし世冨慶砥石にはそのよ
うな鉱物は見つからない。そこで考えられるのは熱
水変質による溶脱を受けた岩体が流水などによる二
次的な変質作用を受けた可能性である。世冨慶砥石
は露頭上部においては酸化鉄が砥石内部に斑状とし
て全面に分布している（図２．a）。この酸化鉄は、
熱水変質により生成した緑泥石などが更なる風化作
用により変質して生成したものと考えられる。河床
部にみられる露頭の特に常に流水に浸かる場所では、

図10. 石英斑岩ならびに角閃石安山岩の風化状態による鉱物の変化

１：角閃石安山岩 -ａ：砥石と同程度の硬度まで風化した試料、 -ｂ：１-ａの岩石薄
片（クロスニコル）、-ｃ：土壌化試料（クロスニコル）、 ２：石英斑岩 -ａ：砥石と同
程度の硬度まで風化した試料、 -ｂ：-ａの岩石薄片（クロスニコル）、 -ｃ：土壌化試
料（クロスニコル）、Qtz：石英、Pl：斜長石、amp：角閃石、Bt：黒雲母
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　世冨慶砥石と本部産砥石について砥石としての実
用性を図る目的で、同程度の粒度・性質をもつと想
定される伊予砥石と神前砥石を含めて鉋刃を研磨し
比較をおこなった。世冨慶砥石と伊予砥石を比較す
ると（図12．a，b）研磨痕はほぼ同じで、砥泥の出
やすさなどもほとんど変わらない。研ぎ感覚として
は #800番程度である。次に、本部産砥石を神前砥
石の研磨痕を比較すると（図12．c，d）本部産砥石

は神前砥石よりも僅かに粗い。神前砥石と比較する
と本部産砥石は若干柔らかく、砥泥はでやすい。砥
ぎ感覚としては＃ 3000番程度に近い。

 ７．まとめ
（1）世冨慶砥石は、後期中新世の約10 Ma に名護
層に貫入した石英斑岩や角閃石安山岩などの火成岩
が、初めに熱水による変質作用を受けた後、流水に
よる酸化鉄の溶脱を受けて生成したと考えられる。

（2）本部産砥石は弱い広域変成を受けているものの、
ほぼ初生的な珪質泥岩である。本研究とで扱った本
部産砥石は第三回内国勧業博覧会で出品された本部
産砥石や『貝摺奉行所文書』における琉合砥と同一
の砥石の可能性が高い。

（3）渡名喜砥石は前期中新世の約18 Ma に礫岩層
に貫入した珪長質火成岩が原岩である。砥石の岩体
は熱水による変質を受けていない、もしくはほとん
ど受けておらず、海水や雨水による溶脱や通常の風
化作用により生成したと考えられる。

８．謝辞
　本研究を進めるにあたり、現地の露頭調査では沖

図11. 日本各地の砥石

１-ａ‚ｂ：伊予砥石【中砥】、２-ａ‚ｂ：上野砥石【中
砥】、３-ａ‚ｂ：但馬（諸寄）砥石【中砥】、４-ａ‚ｂ：
青砥砥石【青砥】、５-ａ‚ｂ：神前砥石【仕上砥】、

ａ：岩石のスラブ写真、スケールは鉱物スライドガ
ラスのサイズ（48×28mm）となる。

ｂ：岩石薄片のクロスニコル写真（薄片における黒
点や線状のものは空隙）。

岩石薄片は乾式研磨法にて作製。

図12. 各砥石を使用しての研磨表面拡大写真

ａ：世冨慶砥石【中砥】
ｂ：伊予砥石【中砥】
ｃ：本部産砥石【仕上砥】
ｄ：神前砥石【仕上砥】

各写真は研磨した鉋刃の切刃部分の拡大．研磨痕は
照明の当たり方により実際とは僅かに異なる見え方
になっている。
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教育長 上原雅志 氏には渡名喜砥石の採石地や利用
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　世冨慶砥石と本部産砥石について砥石としての実
用性を図る目的で、同程度の粒度・性質をもつと想
定される伊予砥石と神前砥石を含めて鉋刃を研磨し
比較をおこなった。世冨慶砥石と伊予砥石を比較す
ると（図12．a，b）研磨痕はほぼ同じで、砥泥の出
やすさなどもほとんど変わらない。研ぎ感覚として
は #800番程度である。次に、本部産砥石を神前砥
石の研磨痕を比較すると（図12．c，d）本部産砥石

は神前砥石よりも僅かに粗い。神前砥石と比較する
と本部産砥石は若干柔らかく、砥泥はでやすい。砥
ぎ感覚としては＃ 3000番程度に近い。

 ７．まとめ
（1）世冨慶砥石は、後期中新世の約10 Ma に名護
層に貫入した石英斑岩や角閃石安山岩などの火成岩
が、初めに熱水による変質作用を受けた後、流水に
よる酸化鉄の溶脱を受けて生成したと考えられる。

（2）本部産砥石は弱い広域変成を受けているものの、
ほぼ初生的な珪質泥岩である。本研究とで扱った本
部産砥石は第三回内国勧業博覧会で出品された本部
産砥石や『貝摺奉行所文書』における琉合砥と同一
の砥石の可能性が高い。

（3）渡名喜砥石は前期中新世の約18 Ma に礫岩層
に貫入した珪長質火成岩が原岩である。砥石の岩体
は熱水による変質を受けていない、もしくはほとん
ど受けておらず、海水や雨水による溶脱や通常の風
化作用により生成したと考えられる。
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図11. 日本各地の砥石

１-ａ‚ｂ：伊予砥石【中砥】、２-ａ‚ｂ：上野砥石【中
砥】、３-ａ‚ｂ：但馬（諸寄）砥石【中砥】、４-ａ‚ｂ：
青砥砥石【青砥】、５-ａ‚ｂ：神前砥石【仕上砥】、

ａ：岩石のスラブ写真、スケールは鉱物スライドガ
ラスのサイズ（48×28mm）となる。

ｂ：岩石薄片のクロスニコル写真（薄片における黒
点や線状のものは空隙）。

岩石薄片は乾式研磨法にて作製。

図12. 各砥石を使用しての研磨表面拡大写真

ａ：世冨慶砥石【中砥】
ｂ：伊予砥石【中砥】
ｃ：本部産砥石【仕上砥】
ｄ：神前砥石【仕上砥】

各写真は研磨した鉋刃の切刃部分の拡大．研磨痕は
照明の当たり方により実際とは僅かに異なる見え方
になっている。
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